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状 況

・術中に血管を切断する際に誤って別の血管も一緒に切断し

たため、術式が変更となった。その後、合併症をきたし、他

院へ転院による集中的な治療が必要となった。

原 因

・術前の患者状態の把握およびカンファランスによる術式・

手術内容の事前検討、および術前説明が十分ではなかった。

・手術時および手術後の対応も改善が望まれた。

再発防止策

・術式選択に際しては根治の利益のほか当該術式によるリス

クも十分に考慮し事前検討する。

・手術合併症のリスクが高い場合は特にその旨及び術式変更

があり得ることを事前に説明する。

・術前・術中・術後を通じてスタッフ全体がより意思疎通を

図り、適切な対応ができる体制を構築していく。


